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（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
の
平
成
２９
年
度
第
４
回

理
事
会
が
、
３
月
１５
日
東
京

・
千
代
田
区
の
商
工
会
館
に

お
い
て
、
来
賓
に
水
産
庁
の

岡
貞
行
漁
港
漁
場
整
備
部
長

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。
会

議
に
は
１９
名
の
理
事
と
２
名

の
監
事
が
出
席
し
、
平
成
３０

年
度
事
業

計
画
及
び

収

支

予

算
、
第
７５

回
定
時
総

会
の
開
催

等
の
議
案

の
審
議
が

行

わ

れ

た
。最

初
に

橋
本
牧
会

長
が
、「
地

域
の
水
産

業
と
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業

が
発
展
す
る
こ
と
で
、
賑
わ

い
の
あ
る
豊
か
な
地
域
が
続

い
て
い
く
事
を
目
標
に
、
漁

港
漁
場
の
重
要
性
を
よ
く
伝

え
、
水
産
業
、
漁
村
の
声
を

的
確
に
把
握
し
て
、
国
民
に

届
け
る
の
が
我
々
の
使
命
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
の
提
言
、

啓
発
普
及
、
調
査
研
究
活
動

等
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

協
会
の
運
営
で
は
受
託
事
業

等
を
充
実
さ
せ
て
地
方
協
会

の
会
費
等
の
比
率
を
徐
々
に

抑
制
す
る
な
ど
、
地
方
協
会

と
全
国
協
会
が
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
、
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
第
６９
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
は
、
１０
月
に
大

阪
府
泉
佐
野
市
で
開
催
さ
れ

る
が
、
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
岡
貞
行
漁
港
漁

場
整
備
部
長
よ
り
「
日
頃
よ

り
水
産
業
の
振
興
と
漁
村
の

活
性
化
の
推
進
に
ご
協
力
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

し
、
復
興
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
が
、
熊
本
地
震
が
有
り

南
海
ト
ラ
フ
等
大
規
模
地
震

・
津
波
も
懸
念
さ
れ
る
中
、

防
災
対
策
に
力
を
注
い
で
い

く
。
昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た

水
産
基
本
計
画
、
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
で
水
産
業
の

成
長
産
業
化
、
活
性
化
、
高

度
化
を
進
め
る
。
更
に
漁
村

の
賑
わ
い
の
創
出
に
も
力
を

入
れ
る
。
新
年
度
予
算
は
厳

し
い
中
で
７
０
０
億
円
が
確

保
さ
れ
、
補
正
予
算
で
も
１

１
８
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

水
産
業
の
成
長
産
業
化
、
漁

村
の
活
性
化
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
。
引
き
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

引
続
き
、
橋
本
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
議

案
審
議
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
第
１
号
議
案

「
平
成
３０
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
承
認
の
件
」
及

び
第
２
号
議
案
「
短
期
借
入

金
限
度
額
承
認
の
件
」
を
一

括
し
て
審
議
し
、
原
案
通
り

承
認
し
た
。
次
に
、
第
３
号

議
案
「
第
７５
回
定
時
総
会
開

催
等
に
関
す
る
件
」
を
審
議

し
、
定
時
総
会
開
催
日
程
を

６
月
１
日
（
金
）
午
後
３
時

か
ら
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

ま
た
、
総
会
の
付
議
議
案
と

し
て
、
平
成
２９
年
度
決
算
承

認
の
件
、
平
成
３０
年
度
会
費

承
認
の
件
、
役
員
報
酬
等
の

額
の
承
認
の
件
、
役
員
補
充

選
任
の
件
に
つ
い
て
審
議

し
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
総
会
に
お
け
る
「
報

告
事
項
」
と
し
て
、
平
成
２９

年
度
事
業
報
告
の
件
、
平
成

３０
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
件
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。第

４
号
議
案
で
「
第
７０
回

全
国
漁
港
大
会
開
催
地
決
定

の
件
」
が
諮
ら
れ
、
広
島
県

福
山
市
で
の
開
催
が
決
定
さ

れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
「
報
告
事
項
」

と
し
て
職
務
執
行
状
況
報
告

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
理
事
会

の
前
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
委

員
会
の
「
平
成
３０
年
度
漁
港

漁
場
功
績
者
等
の
選
考
結
果

に
つ
い
て
」
を
�
橋
昌
幸
委

員
長
が
報
告
し
た
。
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全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会

は
、
３
月
１５
日
午
後
３
時
か

ら
千
代
田
区
霞
ヶ
関
の
商
工

会
館
に
お
い
て
、
水
産
庁
の

岡
貞
行
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
竹
葉
有
記
防
災
漁
村
課

長
、
浅
川
典
敬
水
産
施
設
災

害
対
策
室
長
、
粕
谷
泉
防
災

漁
村
課
課
長
補
佐
を
来
賓
に

迎
え
、
平
成
２９
年
度
第
２
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
衛
藤
征
士
郎
会
長

（
衆
議
院
議
員
）
か
ら
「
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
丸
７

年
が
経
過
し
た
。
被
災
地
で

は
国
を
始
め
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
復
旧
・
復
興
が
進
ん

で
い
る
。
昨
年
９
月
に
漁
港

漁
場
整
備
議
員
連
盟
と
し
て

岩
手
県
の
被
災
地
を
訪
問
し

た
。
漁
港
や
海
岸
堤
防
等
の

復
旧
・
復
興
状
況
を
視
察
し
、

多
く
の
漁
業
者
の
皆
様
か
ら

お
話
し
を
伺
い
、
ま
た
、
漁

業
活
動
の
再
開
に
感
銘
を
受

け
た
。
我
が
国
は
、
近
い
将

来
、
南
海
ト
ラ
フ
等
大
規
模

地
震
・
津
波
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
、
大
型
台
風
等
の
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
潮
堤
等
の
構
造
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
漁
村

の
防
災
・
減
災
対
策
が
急
が

れ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
海

岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や

全
国
漁
港
漁
場
協
会
と
連
携

し
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
と
も
会
員

や
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に

し
て
活
動
し
て
い
く
。
」
と

挨
拶
。

次
に
、
岡
貞
行
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
「
衛
藤
会
長
を

は
じ
め
皆
様
に
は
漁
港
海
岸

事
業
の
円
滑
な
実
施
に
ご
協

力
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
７
年
が
経
過

し
た
。
漁
港
施
設
は
何
と
か

復
旧
が
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
漁
港
海
岸
施
設
は
防
潮

堤
な
ど
背
後
の
漁
村
の
計
画

と
一
体
と
な
っ
た
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
３２
年
度

ま
で
の
復
興
期
間
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
。
ま
た
、

近
年
の
大
型
台
風
や
低
気
圧

の
発
生
、
近
い
将
来
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
中
で
、
漁
港
海
岸
事

業
の
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
と
承
知
し
て

い
る
。
水
産
庁
と
し
て
は
第

４
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計

画
や
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、

漁
業
地
域
の
防

災
減
災
対
策
を

強
化
し
て
参
り

た
い
。
ま
た
、

衛
藤
会
長
に
ご

指
導
頂
き
、
昨

年
閣
議
決
定
し

た
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
で

の
防
災
対
策
に

つ
い
て
は
、
漁

港
事
業
と
海
岸

事
業
が
一
体
と
な
り
漁
村
地

域
の
粘
り
強
い
安
全
対
策
を

進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
は
関
係
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
ご

支
援
を
賜
り
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

議
事
に
入
り
、
第
２６
回
通

常
総
会
を
６
月
１
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
港
区
赤
坂
の

三
会
堂
ビ
ル
・
石
垣
記
念
ホ

ー
ル
で
開
催
す
る
等
の
通
常

総
会
に
関
す
る
議
案
、
２９
年

度
会
務
報
告
及
び
収
支
決
算

（
見
込
み
）
、
３０
年
度
事
業

計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
、

会
費
案
、
役
員
報
酬
案
、
及

び
報
告
事
項
と
し
て
の
賛
助

会
員
加
入
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

出
席
理
事
・
監
事
は
、
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
理
事
】

衛
藤
征
士
郎
会
長
（
衆
議
院

議
員
）
、
�
橋
昌
幸
副
会
長

（
北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
会

長
）
、
中
村
清
志
理
事
（
東

京
都
漁
港
漁
場
協
会
専
務
理

事
）、
千
代
松
大
耕
理
事
（
山

添
千
登
勢
幹
事
・
代
理
出

席
）、
松
岡
英
二
専
務
理
事

【
監
事
】

別
井
一
栄
監
事
（
茨
城
県
漁

港
協
会
専
務
理
事
）

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
２
月
２８
日
（
水
）

午
後
２
時
よ
り
、
東
京
都
港

区
の
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
に

お
い
て
、
約
６０
名
の
参
加
者

に
よ
る
平
成
２９
年
度
漁
村
女

性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
漁

村
を
活
気
づ
け
る
女
性
達
の

活
躍
」
と
し
、
講
師
よ
る
話

題
提
供
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

話
題
提
供
の
演
題
及
び
発

表
者
は
次
の
と
お
り
。

最
初
に
、
「
い
け
す
や
繁

盛
期
～
漁
業
の
未
来
は
チ
ー

ム
Ｉ
Ｋ
Ｓ
（
イ
ケ
ス
）
の
力

～
」
と
題
し
て
、
静
岡
県
沼

津
市
の
内
浦
漁
業
協
同
組
合

「
い
け
す
や
」
の
土
屋
真
美

店
長
が
、
日
本
一
の
出
荷
量

を
誇
る
「
養
殖
マ
ア
ジ
」
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
か
ら
開
設
し
た
「
市
場
食

堂
い
け
す
や
」を
紹
介
し
た
。

平
成
２１
年
に
開
催
し
た
「
活

あ
じ
祭
」
を
き
っ
か
け
に
、

平
成
２５
年
か
ら
日
曜
日
に
食

堂
を
営
業
し
た
が
、
仮
設
食

堂
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
漁
協
直
営
の
常
設
の
食
堂

を
平
成
２７
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
目
の
前
に
見
え
る
「
養

殖
イ
ケ
ス
」
か
ら
直
送
し
、

す
ぐ
に
調
理
し
、
ど
こ
よ
り

も
鮮
度
抜
群
の
魚
を
提
供
で

き
る
な
ど
、
漁
協
直
営
な
ら

で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
用
し
た
。
ま
た
、
チ
ー

ム
Ｉ
Ｋ
Ｓ
を
結
成
し
、
お
客

様
に
愛
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を

目
指
す
と
と
も
に
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
積
極
的
な
話
題
提
供

や
、
月
に
１
回
、
チ
ー
ム
Ｉ

Ｋ
Ｓ
手
描
き
の
瓦
版
の
発
信

等
の
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
オ
ー
プ
ン
１
年
７
ヶ

月
で
１０
万
人
も
の
お
客
様
が

来
店
し
売
上
も
想
定
を
は
る

か
に
上
回
る
状
況
と
な
っ
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

次
に
、
「
い
け
す
や
」
を

外
部
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
立

場
か
ら
（
株
）
結
屋
（
む
す

び
や
）の
川
村
結
里
子
氏
が
、

「
い
け
す
や
」
を
支
え
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
お

客
様
が
耳
を
傾
け
て
く
れ
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
か
を
仕
掛
け
る
側
が
意

識
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い

「
伝
え
る
力
」
、
②
会
い
に

い
け
る
お
母
さ
ん
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
「
チ
ー
ム

Ｉ
Ｋ
Ｓ
」
を
前
面
に
押
し
出

し
た
「
チ
ー
ム
力
」
、
③
役

割
分
担
を
明
確
に
し
た
「
内

部
の
意
思
・

決
定
」
、
④

地
元
に
「
宝

物
」
が
あ
る

の
に
気
づ
い

て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ

る
中
、
自
分

達
の
活
動
や

宝
物
は
ど
う

見
え
る
の
か

と
い
う
「
外

か
ら
の
目
と

声
」
を
大
事

に
し
た
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ

た
。次

に
、
「
体
験
！
漁
村
の

ほ
ん
な
も
ん
～
民
泊
受
け
入

れ
の
取
組
～
」
と
題
し
て
、

新
松
浦
漁
業
協
同
組
合
女
性

部
の
荒
木
直
子
部
長
が
、
長

崎
県
北
松
浦
半
島
と
そ
の
周

辺
の
島
々
か
ら
な
る
地
域
で

実
施
し
て
い
る
体
験
型
修
学

旅
行
生
の
受
入
に
つ
い
て
、

受
入
側
の
１３
組
織
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
組
織
で
あ
る
（
一

社
）
ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
活

か
し
た
８７
種
類
の
農
林
漁
業

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
漁
村

・
農
村
民
泊
に
つ
い
て
は
、

１
日
最
大
１
、
７
０
０
人
の

受
入
が
可
能
な
エ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
。
「
ま
つ
う
ら
党
交

流
公
社
」
が
修
学
旅
行
生
と

受
入
側
の
双
方
に
と
っ
て
安

全
で
楽
し
く
、
充
実
し
た
民

泊
・
体
験
活
動
と
な
る
よ
う

調
整
し
、
民
泊
先
は
、
旅
館

業
法
の
簡
易
宿
所
営
業
許
可

取
得
者
で
、
ま
つ
う
ら
党
交

流
公
社
の
安
全
・
衛
生
講
習

を
受
講
し
た
受
け
入
れ
先
の

自
宅
を
活
用
し
て
い
る
こ

と
。
食
事
は
勿
論
、
犬
や
猫

な
ど
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

等
、
生
徒
一
人
一
人
の
特
徴

に
対
す
る
心
配
り
を
事
前
に

学
校
側
か
ら
情
報
を
受
け
問

題
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
な

配
慮
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
ま
つ
う
ら
党
交
流
公

社
関
係
の
受
入
実
績
は
、
平

成
２４
年
度
に
は
、
１
８
６
校
、

約
３５
千
人
の
受
入
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

以
上
の
話
題
提
供
を
受
け

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
全
国
漁
港
漁

場
協
会
の
橋
本
会
長
か
ら
、

「
渚
泊
の
推
進
と
港
街
の
レ

ス
ト
ラ
ン
」
と
題
し
て
閉
会

の
挨
拶
に
代
え
た
話
題
提
供

が
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
参
加

者
は
、
水
産
経
済
新
聞
社
主

催
の
集
い
に
合
流
し
、
水
産

関
係
参
加
者
と
の
懇
談
が
行

な
わ
れ
た
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
の
表
彰
委
員
会
（
委
員

長：

�
橋
昌
幸
北
海
道
漁
港

漁
場
協
会
会
長
）
が
、
３
月

１５
日
午
後
１
時
１５
分
か
ら
千

代
田
区
霞
が
関
の
商
工
会
館

で
開
催
さ
れ
、
都
道
府
県
漁

港
漁
場
協
会
か
ら
推
薦
の
あ

っ
た
平
成
３０
年
度
表
彰
候
補

者
の
選
考
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
功
績
者
候
補

と
し
て
漁
港
漁
場
協
会
役
員

１９
名
、
同
職
員
３
名
、
市
町

村
職
員
１６
名
を
選
考
。
ま
た
、

優
秀
漁
港
漁
場
受
賞
該
当
機

関
２
機
関
及
び
漁
港
漁
場
愛

護
運
動
等
功
績
団
体
１
団
体

を
表
彰
候
補
と
し
て
選
考
し

た
。表

彰
委
員
会
の
選
考
結
果

は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
第
３

回
理
事
会
に
お
い
て
、
高
橋

委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

後
日
、
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
か
ら
表
彰
対
象
者
等

に
決
定
通
知
が
な
さ
れ
、
６

月
１
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ

る
第
７５
回
定
時
総
会
に
お
い

て
感
謝
状
等
が
授
与
さ
れ
る

予
定
。

表
彰
委
員
会
の
出
席
委
員

は
次
の
と
お
り
。

委
員＝

�
橋
昌
幸
副
会
長

（
委
員
長
）
、
藤
本
昭
夫
副

会
長
、
坂
本
雅
信
理
事
、
望

月
良
男
理
事
、
椎
木
巧
理
事

平成３０年３月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

橋 本 牧

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

������	
��

全全
国国
漁漁
港港
漁漁
場場
協協
会会

第第
４４
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

セミナーの様子

挨拶する橋本会長

２９
年
度

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催

漁 港 漁 場 月 報

２９
年
度

理
事
会
を
開
催

左から３人目が衛藤会長

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会

表彰候補者を選考

表表彰彰委委員員会会をを開開催催
全国漁港漁場協会
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（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
平
成
３０
年
２
月
２７

日
（
火
）
午
前
１０
時
よ
り
、

東
京
都
千
代
田
区
の
全
日
通

霞
が
関
ビ
ル
会
議
室
に
お
い

て
、
平
成
２９
年
度
漁
港
漁
場

講
習
会
を
約
１
４
０
名
の
参

加
者
を
得
て
開
催
し
た
。

先
ず
、
主
催
者
で
あ
る
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋

本
牧
会
長
か
ら
「
本
日
は
お

忙
し
い
中
を
ご
参
加
頂
き
感

謝
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、

水
産
庁
の
全
面
的
な
支
援
を

い
た
だ
き
、
昭
和
４２
年
か
ら

開
催
し
て
お
り
、
５１
回
目
の

開
催
と
な
る
。
都
道
府
県
や

市
町
村
の
実
務
を
担
当
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
と
り
最
新
の

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
企
画

し
た
。
今
年
度
は
長
期
計
画

の
１
年
目
で
あ
り
、
平
成
３０

年
度
予
算
や
技
術
開
発
の
方

向
性
等
に
関
す
る
内
容
を
説

明
頂
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、
本

日
の
講
習
会
の
内
容
を
持
ち

帰
り
、
現
場
で
の
業
務
に
活

用
し
て
頂
き
た
い
。
」
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
、
来
賓
の
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
吉
塚

靖
浩
課
長
か
ら
、
「
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
急
な
公
務
の

た
め
出
席
で
き
な
く
な
り
、

私
が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。私

も
昔
こ
の
場
で
講
師
を

や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
。
講
習
会
は
聞
く
方

だ
け
で
は
な
く
、
話
を
す
る

方
も
勉
強
に
な
る
。

先
日
、
漁
港
整
備
に
つ
い

て
は
、
重
点
化
を
し
つ
つ
、

そ
の
中
で
集
約
化
や
漁
港
の

効
率
的
な
運
用
を
促
し
て
ほ

し
い
と
い
う
新
聞
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
水
産
庁
と

し
て
は
、
昨
年
３
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
課
題
に
沿
っ
て

重
点
的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
長
期
計
画

の
柱
の
中
に
は
地
域
の
活
力

再
生
が
あ
る
が
、
漁
港
の
有

効
利
用
と
活
力
再
生
と
い
う

観
点
か
ら
、
地
域
に
お
い
て

様
々
な
こ
と
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の
関
係

で
新
た
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
今
年
か
ら
「
漁
港
機
能

増
進
事
業
」
と
い
う
非
公
共

事
業
が
で
き
、
来
年
度
予
算

で
２６
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
新
し
い
芽

を
生
や
し
て
大
き
く
育
て
る

と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
今
後
、
長
期
計
画
に
基

づ
き
な
が
ら
重
点
化
を
進
め

つ
つ
地
方
の
零
細
な
所
に
も

必
要
な
と
こ
ろ
に
は
目
配
せ

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
漁
港
整
備
の

み
な
ら
ず
浜
の
活
力
再
生
交

付
金
で
の
栽
培
漁
業
と
の
連

携
や
民
間
技
術
の
導
入
な
ど

色
々
な
技
術
が
必
要
に
な
っ

て
お
り
、
本
日
の
講
習
会
で

は
、
漁
港
関
係
の
団
体
か
ら

も
話
が
聞
け
て
、
色
々
な
意

味
で
知
恵
が
膨
ら
む
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

本
日
の
講
習
会
が
皆
様
に

と
り
、
実
り
多
い
も
の
に
な

り
、
今
後
、
皆
様
方
が
現
場

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

す
る
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。講

義
内
容
と
講
師
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
）

○
平
成
３０
年
度
予
算
概
算
決

定

水
産
基
盤
整
備
事
業
の

概
要‥

水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
計
画
課
課
長
補
佐

内

田

智

○
増
養
殖
対
策
関
係
予
算

平
成
３０
年
度
予
算
概
算
決
定

の
概
要‥

水
産
庁
増
殖
推
進

部
栽
培
養
殖
課
課
長
補
佐

長
谷
川
裕
康

○
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の
推

進
に
関
す
る
技
術
開
発
の
方

向‥

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
整
備
課
課
長
補
佐

不
動

雅
之

○
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の

実
施
状
況
等
に
つ
い
て‥

水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課
課
長
補
佐

中
西
豪

○
漁
業
地
域
に
お
い
て
必
要

な
防
災
減
災
計
画
の
あ
り
方

と
事
業
継
続
計
画
Ｂ
Ｃ
Ｐ‥

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
主
任
研
究
員

後

藤
卓
治

○
東
日
本
大
震
災
復
旧
支
援

の
取
り
組
み‥

（
一
社
）
水

産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

調
査
役

川
原
眞

○
「
は
じ
め
よ
う

品
質
・

衛
生
管
理
の
た
め
の
荷
さ
ば

き
所
づ
く
り
Ｑ
＆
Ａ
」
に
つ

い
て‥

（
一
社
）
漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会
衛
生
管
理
研

究
部
会
部
会
長

広
島
基

○
浮
体
式
係
船
岸
の
積
算
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て‥

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
浮
体
式
係
船
岸
専
門

部
会
座
長

西
和
宏

○
漁
港
工
事
に
お
け
る
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
工
法
の
普
及
に
む

け
て
～
働
き
方
改
革
に
向
け

た
工
法
の
採
用
～‥

（
一
社
）

全
日
本
漁
港
建
設
協
会
漁
港

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
研
究
会

三
輪
啓
司

水
産
庁
防
災
漁
村
課
及
び

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設

協
会
（
長
野
章
会
長
）
は
、

２
月
２３
日
（
金
）
午
後
１
時

３０
分
か
ら
、
都
内
の
全
日
通

霞
ヶ
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
共

催
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し

た
。開

会
に
あ
た
り
、
水
産
庁

防
災
漁
村
課
の
安
田
大
樹
災

害
査
定
官
か
ら
趣
旨
説
明
と

し
て
、
「
水
産
庁
は
、
平
成

２９
年
度
よ
り
都
市
と
漁
村
の

交
流
を
図
る
た
め
、
漁
村
に

お
け
る
滞
在
型
旅
行
（
渚
泊
）

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で

き
る
地
域
を
創
出
す
る
取
組

を
推
進
し
て
い
る
。
漁
村
に

は
豊
か
な
自
然
や
新
鮮
な
魚

介
類
な
ど
の
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
い

る
も
の
の
情
報
発
信
不
足
な

ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
都
市

住
民
等
の
来
訪
者
側
に
情
報

が
的
確
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
、
水
産
庁
は

各
漁
村
が
個
別
に
発
信
し
て

い
る
漁
村
の
魅
力
や
情
報
を

一
元
的
に
ま
と
め
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め

て
お
り
、
本
日
は
こ
れ
ら
の

取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

説
明
会
で
の
演
題
と
説
明

者
は
以
下
の
と
お
り
。

一
、
漁
村
観
光
及
び
情
報
発

信
事
例
調
査
結
果
の
概
要

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設

協
会
富
田
宏

二
、
漁
村
情
報
発
信
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
と
登
録
に
つ
い
て

①
漁
村
情
報
発
信
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
内
容
と
登
録
に
つ

い
て
及
び
各
地
区
の
発
信
シ

ス
テ
ム
概
要
と
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
と
の
リ
ン
ク

（
株
）
テ
ィ
エ
ス
ビ
ジ
ュ
ア

ル
リ
サ
ー
チ

長
野
晋
平

②
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
意

見
と
ア
ク
セ
ス
状
況

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設

協
会

長
野
章

三
、
事
例
等
報
告

「
漁
村
の
活
性
化
に
向
け
た

観
光
・
交
流
に
関
す
る
情
報

公
開
・
拡
散
の
ポ
イ
ン
ト
」

（
一
財
）
都
市
農
山
漁
村
交

流
活
性
化
機
構
業
務
第
一
部

次
長

花
垣
紀
之

四
、
渚
泊
推
進
対
策
に
つ
い

て水
産
庁
防
災
漁
村
課
災
害
査

定
官

安
田
大
樹

な
お
、
本
説
明
会
は
、
東

京
会
場
の
他
、
福
岡
会
場
（
２

月
１６
日
）
、
札
幌
会
場
（
２

月
２８
日
）で
も
開
催
さ
れ
た
。

「
漁
村
情
報
発
信
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」h

ttp
:

//n
ag

isa

−
p

o
rtal.jp

は
登
録
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

事
例
報
告
は
、
福
岡
会
場

で
は
「
農
山
・
漁
村
の
教
育

力
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の

拡
大
」
対
馬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
事
務
局
長

川

口
美
紀
子
、
札
幌
会
場
で
は

「�
伝
わ
る
�
魅
力
発
信
と

寿
都
町
に
お
け
る
漁
村
観
光

の
取
り
組
み
」
寿
都
町
産
業

振
興
課
係
長

寺
門
賢
将
が

行
わ
れ
た
。

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
平
成
３０
年
１
月
３０

日
、
「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｎ
・
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催
し

た
。こ

の
勉
強
会
は
、
本
県
水

産
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
た
め
、
漁
業

の
生
産
性
な
ど
に
関
わ
る
課

題
を
テ
ー
マ
と
し
て
会
員
等

関
係
者
を
対
象
に
実
施
し
た

も
の
で
１
０
９
名
が
参
加
し

た
。今

回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク

ー
ル
は
水
産
庁
、
長
崎
県
、

長
崎
県
市
長
会
、
長
崎
県
町

村
会
、
長
崎
県
海
区
漁
協
長

会
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事

会
の
後
援
を
得
て
行
っ
た
。

開
校
に
先
立
ち
主
催
者
を

代
表
し
友
広
郁
洋
会
長
が
挨

拶
し
、
続
い
て
長
崎
県
水
産

部
坂
本
清
一
部
長
よ
り
来
賓

祝
辞
が
あ
っ
た
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は

「
新
た
な
長
期
計
画
で
浦
浜

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
３
部
の
構

成
で
、
３０
日
１３
時
００
分
～
１７

時
４５
分
ま
で
参
加
者
は
講
師

５
名
の
熱
心
な
講
演
に
聴
き

入
っ
た
。

今
回
は
、
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
の
重
点
課

題
の
一
つ
で
あ
る
「
漁
港
ス

ト
ッ
ク
の
最
大
限
の
活
用
と

漁
村
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」

へ
の
取
組
み
を
前
進
す
る
た

め
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
技
術
審
議
役

�
吉
晋
吾
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
ラ
ー
と
参

加
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
の

知
識
や
情
報
交
換
を
図
っ

た
。そ

の
演
題
と
講
師
な
ど
の

概
要
は
次
の
通
り
。

○
第
１
部‥

国
の
新
年
度
概

算
予
算
と
水
産
施
策
の
推

進
」
講
座

・
演
題

平
成
３０
年
度
予
算

概
算
決
定

水
産
基
盤
整
備

事
業
の
概
要
、
及
び
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に

つ
い
て‥

（
講
師
）
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
課

長
補
佐

内
田
智
氏
、
課
長

補
佐

城
崎
和
義
氏

・
演
題

平
成
３０
年
度
漁
村

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

‥

（
講
師
）
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
防
災
漁
村
課
総
括

課
長
補
佐

横
山
純
氏

・
演
題

長
崎
県
に
お
け
る

水
産
基
盤
整
備
事
業‥

（
講

師
）
長
崎
県
水
産
部
参
事
監

中
村
隆
氏

・
演
題

漁
業
地
域
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
ひ
と
・
も
の

・
情
報
の
交
流
に
つ
い
て
～

‥

（
講
師
）
東
京
海
洋
大
学

先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
漁

業
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特
任
教
授

中
泉
昌
光
氏

○
第
２
部‥

「
漁
村
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
」

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー‥

（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所
技
術
審
議
役

�
吉
晋

吾
氏

・
パ
ネ
ラ
ー‥

水
産
庁
防
災

漁
村
課
総
括
課
長
補
佐

横

山
純
氏
、
水
産
庁
計
画
課
課

長
補
佐

内
田
智
氏
、
長
崎

県
水
産
部
参
事
監

中
村
隆

氏
、
東
京
海
洋
大
学
特
任
教

授

中
泉
昌
光
氏
、
（
一
社
）

ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社

福

守
剛
氏

○
第
３
部‥

「
漁
村
地
域
の

再
生
を
語
る
」
講
座

・
参
加
者
自
身
の
ア
イ
デ
ア

と
知
恵
・
工
夫
で
漁
村
地
域

の
再
生
を
語
る
情
報
交
換
会

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長＝

望
月
良
男
・
有
田

市
長
）は
、
２
月
１５
日
（
木
）、

和
歌
山
市
内
の
「
和
歌
山
県

民
文
化
会
館
」
に
お
い
て
、

平
成
２９
年
度
和
歌
山
県
漁
港

漁
場
担
当
者
（
市
町
・
漁
業

協
同
組
合
）
研
修
会
を
開
催

し
た
。
当
研
修
会
は
、
県
と

漁
港
漁
場
協
会
の
共
催
に
よ

り
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
県

及
び
市
町
村
並
び
に
漁
業
協

同
組
合
の
漁
港
漁
場
関
係
担

当
者
が
３０
名
参
加
し
た
。

研
修
会
は
、主
催
者
を
代
表

し
て
西
田
篤
・
県
港
湾
漁
港

整
備
副
課
長
の
挨
拶
に
続
い

て
講
義
が
行
わ
れ
、出
席
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

今
年
度
は
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課
水

産
施
設
災
害
対
策
室
か
ら
災

害
査
定
官
の
佐
野
文
敏
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
豊
富
な

資
料
を
も
と
に
わ
か
り
や
す

く
お
話
を
頂
い
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。

＊
水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対

策
室
災
害
査
定
官
佐
野
文
敏

＊
漁
業
集
落
排
水
施
設
の

機
能
診
断
、
機
能
保
全
計
画

策
定
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港
湾

空
港
局
港
湾
漁
港
整
備
課
漁

港
整
備
班
技
師

宮
本
耕
太

郎
＊
浜
の
活
力
再
生
交
付
金

に
つ
い
て

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
水
産

局
水
産
振
興
課
漁
場
整
備
班

主
査
諏
訪
剛

＊
漁
港
施
設
の
有
効
利
用

に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港
湾

空
港
局
港
湾
空
港
振
興
課
港

湾
管
理
班
副
主
査
井
谷
功

２
月
２
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本

会
長
は
香
川
県
へ
出
張

２
月
２０
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本

会
長
は
福
島
県
へ
出
張

２
月
２８
日
（
水
）

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会
事

務
局
次
長

川
田
信
英
氏

��������	
 ��


平
成
２９
年
度

漁
港
漁
場
講
習
会
開
催

講習会の様子

平
成
２９
年
度

和
歌
山
県
漁
港

漁
場

担
当
者
研
修
会
の
開
催

漁 港 漁 場 月 報

渚
泊
と
情
報
発
信
ポ
ー

タ
ル

サ
イ
ト
で
説
明
会

情
報
を
一
元
的
に
発
信

熱心に聴講する参加者

ななががささききＳＳＵＵＩＩＳＳＡＡＮＮ
・・ウウイインンタターーススククーールル開開催催

漁漁
港港
往往
来来

説明会の様子

自
２
月
１
日

至
２
月
２８
日

�����


